
JP 5259164 B2 2013.8.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風機、特にラジアルファンの羽根車（３６）において、
　駆動モータと前記羽根車（３６）とを連結するためのハブ（１０）と、
　前記ハブ（１０）に配置されたファンブレード（１２）であって、前記羽根車（３６）
によって生成される空気流の流動経路を規定するファンブレード（１２）と、
　バランス部材を挿入するためのバランスポケット（２２、２４）と、
を備え、
　前記バランスポケット（２２、２４）は、前記羽根車（３６）によって生成される空気
流の流動経路の範囲外に設けられており、
　前記ハブ（１０）の外周側に段部（２６）が形成されており、二つの群の前記バランス
ポケット（２２、２４）が、互いに同心的に異なる半径で前記ハブ（１０）に形成されて
おり、
　前記二つの群のバランスポケットのうちの一方の群のバランスポケット（２２）は、前
記ハブ（１０）の円周壁の端面に刻設されており、他方の群のバランスポケット（２４）
は、前記段部（２６）の対応する端面に刻設されており、
　前記一方の群のバランスポケット（２２）のそれぞれは、前記ハブの同じ径方向に配置
される前記他方の群の中の一つのバランスポケット（２４）に対応づけて設けられること
を特徴とする羽根車。
【請求項２】
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　送風機、特にラジアルファンの羽根車（３６）において、
　駆動モータと前記羽根車（３６）とを連結するためのハブ（１０）と、
　バランス部材を挿入するためのバランスポケット（２２、２４）と、
を備え、
　前記バランスポケット（２２、２４）は、前記羽根車（３６）によって生成される空気
流の流動経路の範囲外に設けられており、
　前記ハブ（１０）の外周側に段部（２６）が形成されており、二つの群の前記バランス
ポケット（２２、２４）が、互いに同心的に異なる半径で前記ハブ（１０）に形成されて
おり、
　前記二つの群のバランスポケットのうちの一方の群のバランスポケット（２２）は、前
記ハブ（１０）の円周壁の端面に刻設されており、他方の群のバランスポケット（２４）
は、前記段部（２６）の対応する端面に刻設されていることを特徴とする羽根車。
【請求項３】
　前記バランスポケット（２２、２４）は、軸方向においてそれぞれ同じ側に向って開い
ていることを特徴とする請求項１または２に記載の羽根車。
【請求項４】
　前記ハブ（１０）と前記空気流の流動経路とを含み、前記バランスポケット（２２、２
４）が刻設されたプラスチック射出成形品として構成されていることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか一項に記載の羽根車。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の羽根車を備える送風機において、駆動モータ（
３８）が、前記ハブ（１０）の中心部に配置されていることを特徴とする送風機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１又は３の前提部（プリアンブル部）に記載されている送風機の羽根
車に関する。このような種類の羽根車は、ドイツ特許出願公開公報第ＤＥ４１３６２９３
Ａ１号（特許文献１）に記載されている。
【背景技術】
【０００２】
　ドイツ特許出願公開公報第ＤＥ４１３６２９３Ａ１号は、二つの案内板の間に配置され
たファンブレードと、駆動モータのロータに羽根車を取り付けるために案内板の領域に配
置されたハブとを備える、送風機の羽根車を開示している。羽根車の両方の案内板には、
バランス部材を挿入するためのポケットが設けられている。これらのポケットは、軸方向
においてそれぞれ同じ側に向って、又は、それぞれ反対の側に向って開いている。それぞ
れの案内板が異なる直径を有する場合、それぞれのポケットも異なる直径を有する。ドイ
ツ特許出願公開公報第ＤＥ４１３６２９３Ａ１号に記載の羽根車は、低コストに製造する
ことができ、容易にバランスを正すことができる。
【０００３】
　米国特許公報第ＵＳ６，１６８，７３４Ｂ１号（特許文献２）には、吸込リングの半径
方向の厚さが所定の部位で増加させられる、遠心ファンのバランスを正す方法が記載され
ており、この目的のために、調整可能なリングを備える鋳型が使用される。
【０００４】
　本発明は、原則として送風機の羽根車、特にラジアルファンの羽根車に適用可能である
。このような送風機の羽根車は、通常、一つ又は複数の支持リングを含んでおり、これら
の間にファンブレードが配置されており、一つ又は複数の支持リングの領域には、駆動モ
ータのロータに羽根車を取り付けるためのハブが配置されている。ラジアルファンの場合
、空気は吸込口によって羽根車の中心部で吸い込まれ、ファンブレードを通って半径方向
に再び吹き出される。羽根車の直径が大きい場合だけでなく、３０００乃至４０００回転
／分の範囲内にある、あるいは最大７０００回転／分にまで達する比較的高い回転数によ
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っても、羽根車（インペラ）は騒音を低減するために、及び、組み付けられている軸受の
耐用寿命を延ばすために、バランスを正しく保たれなくてはならない。このことは従来の
技術では、上述した通り、対応するポケットへのバランス部材の挿入又はバランス部材の
取付によって行われ、あるいは、材料の剥離によっても行われる。前掲の米国特許のよう
に、鋳造中に羽根車を特別に成形することによってもバランスを正すことができるが、こ
れは比較的高いコストを要する。そこで現実問題としては、バランスクランプ、バランス
クリップ、又は、バランスキット等を用いて、成形が完成した羽根車のバランスを正す方
法が好まれている。こうしたバランス部材は、そのために設けられた「バランスポケット
」に入れられるか、又は、例えばファンブレードや支持リングといった適当な成形部品に
取り付けることができる。ドイツ特許出願公開公報第ＤＥ４１３６２９３Ａ１号に記載さ
れているように、これは軸方向にオフセットされた二つのバランス平面で行われることが
多い。
【０００５】
　ドイツ特許出願公開公報第ＤＥ４１３６２９３Ａ１号を含めた従来の技術の解決法は、
バランス部材が送風機の空気貫流領域に配置され、又は、そのすぐ近傍に配置されるとい
う欠点をしばしば有する。そのために、バランス部材自体によってばかりでなく、場合に
より空のバランスポケットによっても、妨害的な流動騒音が発生させられる可能性がある
。
【特許文献１】ドイツ特許出願公開公報第ＤＥ４１３６２９３Ａ１号
【特許文献２】米国特許公報第ＵＳ６，１６８，７３４Ｂ１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明の課題は、動作時にバランス部材又はバランスポケットによって妨害的
な流動騒音を発生させることなく、簡単な方法でバランスを正すことができる送風機の羽
根車を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題は、請求項１の構成要件を備える羽根車によって、又は、請求項３の構成要件
を備える羽根車によって解決される。
【０００８】
　本発明は、駆動モータのロータに羽根車を連結するためのハブと、ハブに配置されたフ
ァンブレードとを含む送風機、特にラジアルファンの羽根車を意図している。ファンブレ
ードは、羽根車によって生成される空気流の流動経路を規定する。本発明によると、バラ
ンス部材を挿入するためのバランスポケットは、羽根車によって生成される空気流の流動
経路の範囲外に設けられており、これらのバランスポケットは、特に羽根車のハブに配置
されている。特にラジアルファンの場合、ハブの領域には、空気流にとってさほど重要で
ない領域が生じる。しかも通常の場合、空気が貫流する羽根車の断面積を低減したり、そ
の他の形で影響を及ぼしたりすることなく、ハブにバランスポケットを設置するだけの十
分なスペースがここにはある。即ち、本発明は、バランス部材を収容するためのバランス
ポケットの設置位置について、物理的に適した位置を見出したのであり、即ち、羽根車の
バランス補正を有効に行うことができ、流動技術的・騒音技術的に重大でない領域にある
位置を見出したのである。
【０００９】
　各バランスポケットは、ハブの外側円周に配置され、軸方向において同じ側に向って開
いているのが好ましく、それにより、バランスポケットに問題なくバランス部材を装備す
ることができる。
【００１０】
　各バランスポケットは、軸方向において二つの平面に、互いに同心的に異なる半径でハ
ブに位置しているのが格別に好ましい。このことは、特別に好ましい本発明の実施の形態
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では、ハブに段部が構成されており、バランスポケットの二つの群が規定され、そのうち
一方の群はハブの円周壁の端面に刻設されており、他方の群はこれに対応する段部の端面
に刻設されていることによって、実現される。それにより、羽根車の裏面にある空気流に
とって重大でない領域を、バランス部材を格納するために有効に活用することができる。
【００１１】
　本発明は、軸流ファンや斜流ファンでも適用可能である。その場合にも空気には、若干
回転することによって遠心力を受ける半径方向の流れが生じるからである。特に斜流形羽
根車は、その円錐状の設計形態によって、本発明に非常に適している。
【００１２】
　本発明による羽根車は、ハブとファンブレードとを含み、バランスポケットが直接一体
成型されているプラスチック射出成形品として構成されているのが好ましい。
【００１３】
　本発明は、上述した種類の羽根車を備える送風機も含んでおり、駆動モータは、ハブの
中心部に配置されるのが好ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に、図面を参照しながら有利な実施の形態を用いて本発明を詳しく説明する。
【００１５】
　図１、図２及び図３は、ラジアルファン用として設計された本発明に係る羽根車の実施
の形態の断面図、平面図及び斜視図を示している。この羽根車は、ハブ１０を含んでおり
、かつ、案内板１４を介してハブ１０と連結されたファンブレード１２を含んでいる。フ
ァンブレード１２は、ハブ１０及び案内板１４と反対を向いている方の側において、送風
機の動作時に羽根車と一緒に回転するカバー１６と連結されている。但し、本発明は、一
緒に回転するカバー１６を有していない羽根車をも対象としており、その場合、送風機は
、送風機ハウジングがカバーを形成するように構成されていてもよい。
【００１６】
　図示した実施の形態では、ハブ１０は、閉じた底面１８を有し、その上に、羽根車の中
心部に駆動モータを取り付けるためのピン２０が設けられている。
【００１７】
　図１及び図２に見られるように、ハブ１０の領域には、バランス部材を収容するための
二つの群のバランスポケット２２、２４が形成されている。本発明の好ましい実施の形態
では、バランスポケット２２、２４を互いに同心的に異なる半径でハブに形成するために
、ハブ１０は、段部２６を有する。二つの群のうち一方の群のバランスポケット２２は、
ハブ１０の円周壁の端面に刻設されており、他方の群のバランスポケット２４は、段部２
６の対応する端面に刻設されている。即ち、バランスポケット２２、２４は、軸方向にお
いて二つの平面に、ハブ１０の円周に沿って異なる半径で位置している。それにより、羽
根車のバランスを正すにあたって、バランス部材の配置に関して特別な自由度が得られる
。
【００１８】
　本発明の好ましい実施の形態では、バランスポケット２２、２４は、羽根車の同じ側か
らそれぞれアクセス可能であり、それにより、バランスポケットへのバランス部材の格納
が格別に容易になる。本発明によると、バランスポケットは、羽根車によって生成される
空気流の流動経路の範囲外に位置しているので、羽根車の空気通過のための断面積を損な
うことがなく、また、空のバランスポケットによる騒音が生じることもない。
【００１９】
　バランスポケット２２、２４は、ハブ１０の射出成形の際に形成されるのが好ましい。
ハブの領域にバランスポケットを設けることは、空気流動にとってハブは重要ではない領
域であるという理由から、格別に好ましい。本発明に基づくハブへのバランスポケットの
配置によって、騒音発生の要因を内包していない、格別に簡素で組立の容易な羽根車の構
造が得られる。
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【００２０】
　図４及び図５は、本発明に係る羽根車を適用することができる、燃焼システムのための
送風機の断面図及び斜視分解図を示している。これらの図面は、本発明に係る羽根車の利
用例を説明する役目を果すものに過ぎず、これ以外の用途も本発明の範疇に含まれる。
【００２１】
　この送風機は、二つのハウジング半体３２、３４が組み合わせられてなる、螺旋形をし
た送風機ハウジングを含む。送風機ハウジングの内部には、本発明に係る羽根車３６があ
り、その中心部に電気駆動モータ３８が配置されている。モータ３８は、ブラシレス直流
モータ又はその他の永久磁石モータであってよい。モータ３８は、アウターロータ型モー
タ又はインナーロータ型モータ又はディスクロータモータとして構成されていてよく、モ
ータの構造は本発明の対象ではない。図示した実施の形態では、モータ３８は、ハウジン
グ半体３４の側に配置されている。これと対向するハウジング半体３２の側には、流入ノ
ズル５０を備える空気吸込口４８が設けられている。
【００２２】
　図示した実施の形態では、送風機ハウジングは、ベンチュリユニット５６を接続するた
めに用いられる接続管５４と連結された空気出口５２を有するように構成されている。ベ
ンチュリユニット５６はベンチュリ混合管とガス入口とを含むが、ベンチュリユニット５
６の詳細は本発明の対象ではない。ベンチュリユニット５６は、例えば（図示しない）バ
ーナに取り付けることができる。
【００２３】
　図６、図７及び図８は、斜流ファン用として設計された本発明に係る羽根車の別の実施
の形態の斜視図、断面図及び平面図をそれぞれ示している。この羽根車はハブ６０を含ん
でおり、かつ、案内テーパ部６４を介してハブ６０と連結されたファンブレード６２を含
んでいる。図示した実施の形態では、ハブ６０は、閉じた底面６８を有し、それによって
ハブ６０の内部には、羽根車の中心部に駆動モータを収容するための空間が形成されてい
る。
【００２４】
　図７及び図８を見ると判るように、ハブ６０の領域には、バランス部材を収容するため
の二つの群のバランスポケット７２、７４が形成されている。本発明の好ましい実施の形
態では、ハブ６０は、バランスポケット７２、７４を互いに同心的にハブの異なる半径で
形成するために段部７６を有する。第１の実施の形態と同様に、二つの群のうち一方の群
のバランスポケット７２はハブ６０の円周壁の端面に刻設されており、他方の群のバラン
スポケット７４は段部７６の対応する端面に刻設されている。バランスポケット７２、７
４については、第１の実施の形態に関して上に述べたことが当てはまる。
【００２５】
　送風機ハウジング及び羽根車はプラスチック材料でできているのが好ましく、複数のプ
ラスチック射出成形品で製作されているのが特別に好ましい。それにより、質量が小さく
低コストの構成が得られる。
【００２６】
　以上の説明、図面及び略図に開示されている構成要件は、単独でも任意の組み合わせの
形態でも、本発明を様々な実施の形態で具体化するために有意義であり得る。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る羽根車を示す断面図である。
【図２】図１の羽根車を示す下面図である。
【図３】図１の羽根車を示す斜視図である。
【図４】本発明に係る羽根車が使用された送風機を示す断面図である。
【図５】本発明に係る羽根車が使用されている、ガス燃焼システムのための送風機を示す
斜視分解図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る羽根車を示す断面図である。
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【図７】図６の羽根車を示す下面図である。
【図８】図６の羽根車を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２８】
１０　ハブ
１２　ファンブレード
１４　案内板
１６　カバー
１８　底面
２０　ピン
２２、２４　バランスポケット
２６　段部
３２、３４　ハウジング半体
３６　羽根車
３８　駆動モータ
４８　空気吸込口
５０　流入ノズル
５２　空気出口
５４　接続管
５６　ベンチュリユニット
６０　ハブ
６２　ファンブレード
６４　案内テーパ部
６８　底面
７２、７４　バランスポケット
７６　段部
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